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審査要旨 (20 0 0字以内）

Samimi氏は、 AStudy of the Transformation of Herat City, Afghanistan -Traditio 

nal Houses with Domical Vault Roofs as the Indicatorーと題して博士論文を完成させ

た。その一部は査読付き学術論文として、 日本建築学会計画系論文集(ol.82 No. 735 2017 

）とAPSA(2017・10)に発表している。

本論文は4章より構成される。

第1章 Backgroundでは、既存の研究を整理した上で、本論文の構成を示している。

第2章 Distributionof Domical Vault Roof Houses in Herat Cityでは、衛星写真より

独自に作成したドーム状ヴォールト屋根伝統住居の分布図を分析し、 7箇所の集中箇所を抽



（次頁へ続く）

審査要旨

出し、歴史的経緯などからそれを3種類に分類している。

第3章 Transformationof the Old City of Heratでは、現地調査によりヘラート旧市街

地の変容実態を明らかにすると共に、変容に対するAKTCによる市街地改良事業の影響を分析

している。

第4章 Conclusionでは、モニュメントを中心とした現行のゾーニング計画の間題点を指

摘し、伝統住居を含めた独自の改善案を提示すると共に、ヘラート旧市街地の保全のための

詳細計画についての提案をまとめている。

本研究成果は工学的に有用であり、提出された学位論文は博士の学位論文に相当するもの

と判断し学位論文の審査を合格とする。また、 2018年 2月 6日に執り行われた論文発表会

における発表ならびに質疑応答において、申請者は専門分野および関連分野の十分な知識な

らびに十分な研究能力を有していることが確認できたので最終試験を合格とする。
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